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有用微生物資材によるホルムアルデヒドの放散抑制効果
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トナイト含有石膏プラスター粉末に混合後､石膏ボードに塗布

し試験体を作成した。また、ベントナイトを含まない石膏プラ

スターに、EM100%mpした試験体も上職のため準備した。

有用微生物資材EMは､享醗愛菌･酵母菌･光合成糸晒等を複

合培養させた液体で、農業・畜産･環境浄化に現在幅広く利用

されている。

また、PH変化による影響評価のため、5%ベントナイト．

EMiommﾛ石膏プラスターに、CaiOBhがそれぞれ0.05,

0.5,2.5,5％含まれるよう試験体を作成した｡ブランクとして

石膏プラスターのみの試謬I体も準備した。HCHO定量方法に

ついては、実験1に準じた。

実験3：表面観察及び空隙特性

1．はじめに

「シックハウス・シックビルディング症候群」の原因物質と

して問題視されているホルムアルデヒドは､接着剤の主要原料

である。しかしながら、ホルムアルデヒドの発生源である接着

剤に対し､直接的に働きかけ､それを抑制する方法に関しては、

ほとんど開発されていないことから、当分野において研究を進

めることは非常に重要である。

mm^では、ホルムアルデヒド系接着剤に粘土鉱物を添加す

ることにより、ホルムアルデヒドの発生が抑制されることを報

告した。その抑制効果は、粘土鉱物の種類によっても異なり、

カオリナイトよりベントナイトを撒幼pした方が効果は高かく、

また、それらの粘土鉱物の焼成体を添加した場合は､焼成しな

いものに比べ効果が低かった。

本研究では､盲騨艮において最も有効であったベントナイトに

着目し、同粘土粉末を添加した塗材におけるホルムアルデヒド

の抑制効果について評価した。また、悪臭対策に有効として市

販されている有用微生物を添加した場合の抑制効果やPHを変

化させたときの影響についても併せて検討した。

2．実験概要

無卿ﾛ石膏プラスター、ベントナイト5%漁]ﾛ石膏プラスタ

ー、ベントナイト5％･EM100%卿ﾛ石膏プラスター、ベント

ナイト5％．EM100%添加･Ca(OH)22.5%淵幼ﾛ石膏プラスター

の4種類の供試体について､走査型電子顕微鏡侶剛､により表

面観察を、水銀圧入試験により空隙特性について検討した。

3．結果及び考察

石膏段プラスターに対するベントナイトの漁ﾛ率を､0，1，3，

5、10及び20％と徐々 に上げた#易合、5％までは漁､率の職ロ

に伴い､HCHO放散量血』少が徐々 に減少した。しかしながら、

折幼ﾛ率が5％以上では放散量が横ばいとなり､放削叩制率は2

0％前後で一定した（図1)。

実験1：且ペンLナイト添加塗材のHCHO抑制効果

混合石膏グラスター（東京サンホーム社製）に対し、ベン

トナイト粘土粉末をそれぞれ0，1，3，5，10，20%(w/w)含む

よう調合し、蒸留水を定量添加後混合して、下地である石膏ボ

ード縦x横x高さ:70x20xl2inm)の表面に厚さが5mm

になるよう塗布し､試験体を作成した。24時間養生後、それ

ぞれの試験体上にホルムアルデヒド（以下、HCHOと記す）

の発生源である接着剤(住友ベークライト製UA-126-46､不揮

発成分50％、遊離HCHO1.2%)を滴下し、平金へらで表面

に均・になるように塗布した。この際､添加彊瑳済Iの重量が丁

度0.22gになるよう調整する。この試験体を直ちにHCHO採

集装置')のデシケーター内に設置し、装置を作動させた。

HCHOの捕集及び分析方法については、第1報に準じて行い､

高速液体クロマトグラフ装置を用いて定量した。
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図1．ベントナイト添加によるHCHO放散抑制効果

実験2：有用微生物資材によるHCHO抑制効果とT)H変化に

よる影響

漁〕ﾛ水量に対して、有用微生物資材（以下、EMと記す）を

それぞれ0，1，20，100%含むよう調整し、それらを5%ベン
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石膏プラスターにベントナイトを淵訪pすることにより、比表面

積が増大しHCHOの吸着量が増加、しかしながら、ベントナ

イト5％漁〕ﾛでほぼ最大の表面積をとり、吸着食餅ﾛ状態にいた

ったものと推狽1された。

畜産及び汚水処理の悪臭を鞘或する効果があることが認め

られているEMによるHCHO抑制効果実験に関して、ベント

ナイトのみ閣訪ﾛでは､HCHO放散抑制率は22.6%であり、EM

のみ漁〕ﾛでは19.5％であった。しかしながら、ベントナイトに

EM1%及び20%櫛誠､では、それぞれ24.2及び31.3%であっ

た。更に､mioo%8S&nの場合は、その抑制率が3461%に達

し､ベントナイトとEMを混『合することにより、抑制効果が相

乗的に増加した（図2)。

さらに、EMを漁)pしたものは、梯伏結晶の更なる柵町上が

進み、細子雁については大きな変化は見られないが、比表面積

が拡大した（表2)。

Ca(0H)2を淵訪pしたEM･ベントナイト瀞訪ﾛ石膏プラスター

では、空気の触れていなかった断面に1ｺ微細なｲ主伏結晶が、表

面には平滑･な皮I莫伏化合物が形成されていた。上Pークトップシ径

は他の帝職体に比べ小さな値をとっているが、細孔容積､比表

面積､細子雁に関してはブランクと同程度の#謝直となっている

俵2)。

粘士釦物の吸謙旨は､表面積や細子唯に関係していることは

良く知られている。しかし､Ca(0H)2漁ロプラスターがHCHO

抑制に関して最も効果が高かったことから、比表面積や細子雁

だけでは、HCHO抑制が説明できないことを本実験の結果は

示している。すなわち、EMに含まれる有機酸等が、石膏プラ

スターに漁､したCa(0H)2と空気中で容易に結合し､プラスタ

ー表面を櫛戎したものと考えられる．それが、HCHOの吸着

能を高めている可能性がある。

表l.Ca(0H)2淵幼ﾛがHCHO崩孜量に及ぼす弓影響

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
８
６
４
２
０
８
６
４
２

２
１
１
１
１
１

咽
謡
曇
○
工
ｏ
工

霞
）
冊
霊
屋
擬
糧

０
５
０
５
０
５
０

４
３
３
２
２
１
１
５
０

EK33HCHO放散量

÷放散抑制率 PH放散量t②抑制率帆)*試験体

剃
恥
恥
恥
恥

封
吋
・
帥
帥
の

う
０
０
２
５

ス
朋
肌
肌
紬

》
秘
岬
州
》
岬

５
６
１
４
岨
皿

７
６
７
９
１
１

172.5

112.8

125.9

99.6

100.5

116.2

６
０
３
７
６

●
●
●
●
●

剥
町
狸
似
躯

塞言鍵=霧織

図2.EM及びベントナイト添加による

HCHO抑制効果
＊：無添加の放散量を基に算出

表2.各供試体による細孔径分布EMの構成微生物は、乳酸菌、酵母、光合成細菌等である

が、その液体中の主な内容物は、95％の水分の他、有機酸（乳

酸・酢酸)、エタノール、nプロピルアルコール、その他多く

にミネラルや生理活性物質を含んでいることが確認されてい

る。本研究における結果も、EMに含まれるミネラル及び有

機酸等の存在がHCHO抑制に影響をおよぼしたもと考えられ

る。

また、Ca(0H)2の0.5%及び2.5%卿ﾛでは、抑制率が40%

を超えた。しかしながら、0.05%及び5％では、その効果は若

干低減している。これは、HCHOの吸着能がPHによって著

しく影響を受けることを示している。中'性やアルカリ‘性では、

その吸着能が低下するが、pH9~11の範囲で吸謙旨が卸pする

ことが明らかになった俵11

SEMにより、石膏プラスター供試体表面に1ｺ微細な柱状結

晶が観察された｡しかし､ベントナイトを添加することにより、

結晶を大きく発達させるとともに､細孔径が著しく拡大してい

ることが確認された（表2)。これが、ベントナイト添加石膏

プラスターのHCHO吸謙旨を高め、抑制効果の向上につなが

ったものと推測する。

試験体細孔容積比表面積ピーク径平均細子雁

Vp(cc/g)SpGnVg)D(nm)Dav(nm)

無卿ロプラスター0.5474．733954710

Bt卿ロ0.4363.033407015

EM+Bt0.4615.7338034 60

Ca(OH32+EM+Bt0.4334.610153760

Bt:ベントナイト漁旧石膏プラスター

Vp:測定細孔の累積細子じ蓉債
Sp:VpとDより円筒状細孔を仮定して求めた累積'冒俵面積

ピーク径:dVp/dlogDのピークトップ径

平均細子経:4Vp/Sp
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